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春先の排水対策は、大豆の収量・品質の向上の 

ために最も重要な技術です！ 

〇 春先の排水対策（額縁明きょ、補助暗きょ）のメリット 

 ・砕土率の向上と地表水の迅速な排水による出芽・苗立ち・初期生育の確保 

 ・ほ場が乾きやすくなり中耕・培土等の作業を適期に実施しやすくなる 

 ・作期を通じた湿害の防止 

 ・地下水位の低下による、根圏の拡大 

 ・高温・干ばつ時の畝間かん水による湿害の防止  など 

⇒ 多くのメリットがある排水対策を実施し、大豆の収量・品質の向上を目指しましょう！ 

 

１ 地表水の早期排除と周辺からの浸入水の防止(周囲明きょの施工) 

○ 隣接水田に水が入る前に周囲明きょを施工。 

○ 水口は確実に止水し、明きょは排水口につ 

なげる。暗きょは排水口を必ず開放する 

(①、③）。 

○ 隣接水田や、用水路から浸入水があるほ場は、 

畦畔から 1.5mほど離して施工（②）。 

○ 周囲明きょと排水口を確実に接続する（③）。 

 

２ 乾田化促進（補助暗きょの施工） 
○ ほ場を充分に乾かした状態で施工。 

○ 本暗渠きょに交差するよう施工し（深さは 

30㎝）、明きょにつなげる（④）。 

○ 施工間隔は 2～5mとし、排水性の悪いほ場では間隔を狭くし、本数を多くする。 

 

３ 基肥の施用と目安 
初期生育及び収量確保のため、基肥肥料と石灰質肥料を確実に施用する。 

(1)酸度矯正 

土壌の pH が低いと養分吸収や根粒菌の働きが悪くなるので、土壌 pH が 6.0～6.5

となるように石灰質肥料を必ず散布する。 

資材名 施用量のめやす 

ＯＭ―２８ 80～100kg/10a 

マグクリーン 40～60kg/10a 



(2)基肥施用 

  施肥は全量基肥を基本として、下記の成分量を目安に施用する。 

窒素 リン酸 加里 

1.5～2.5kg/10a 6.0～8.0kg/10a 6.0～8.0kg/10a 

 

４ 耕うん・砕土 ～ 目標は砕土率（２cm以下の土塊比率）70％以上 ～ 

 

里のほほえみのは種開始は６月からです。今月中は、周囲明きょの施工など、は種直前の

降雨に対応できるほ場準備を確実に実施しましょう。 

 

○ 土が乾いたときに１回の耕うんで作業を完了する。 

○ 土壌水分が高い場合、作業速度を遅くし、耕うんピッチは小さくする。 

○ アップカットロータリーを使用して、表層の土壌を細かくする。 

○ は種時は暗きょ栓を解放し、地下水位を下げる。 

○ 出芽前の種子の冠水は禁物。地下水位を下げて冠水を防ぎ、種子への酸素供給を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ は種に適した土壌状態の判断 

土壌 

水分 
手でにぎった時の状態 

は種の 

可 否 

高 水が垂れる・にじむ 不可 

⇔
 

団子になる 難 

団子になるが崩れる 良 

低 形が崩れない・固まらない 難 

 
 

 

問合せ先：上越農業普及指導センター普及課  TEL 025(526)9405 
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図２ 砕土率の違い 

図１ ダウンカットロータリーとアップカットロータリーの耕うんの違い 
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